











































文部科学省（2018）によれば，2017 年度に病気休職した公立学校教師は 7,796 人である。そのうち精神性疾
患により休職した公立学校教師は 5,077 人で，前年度より 186 人増加した。この休職者数は，調査が始まった














































9.8%が上司にストレスを感じていた。さらに年代別に分析すると，20 歳代の 15.4%，30 歳代の 9.4%，40 歳代
の 17.2%，50 歳代の 21.9%が上司にストレスを感じていることがわかった。これらの結果より，教師は上司に
対して少なからずストレスを感じていることが示された。 
また，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校，幼稚園の教師を対象に，ストレスの実態調査を行った竹



















































































































の動機づけなどを意味する「目標達成の因子（P）」の 2 因子を得た。彼は，得られた 2 因子からなる校長のリ
















































また，「PM 理論の 2 次元は，代表者として対外的活動を行う，集団の中で革新・主導的な行動をとるなどの
次元がややもすると軽視されてきた」とする八尾坂（1994）は，新たな次元を加え，「対処的活動」「人間性重
視」「目標達成」「自己象徴」の 4 つの次元を構成した。そして，この 4 つの次元と「新たな教育課程・制度上
の対応への積極的な取り組み」「校内研修会・研究会の盛況」「授業・指導方法等の改善に向けての熱心な取り
組み」「児童・生徒の学習への取り組みの熱心さ」「教職員の助け合う雰囲気」「児童・生徒と教職員の一体感」















「教職員構成のアンバランス」であった。さらに，組織文化（校長 3.88，教師 3.56），教育課程文化（校長 3.70，



























































赤岡 玲子・谷口 明子 (2009). 教師の対人ストレスに関する基礎的研究 ――ストレス経験に関する教師の語り―― 教
育実践学研究，14．159－166． 
安藤 きよみ・中島 望・鄭 英祚・中嶋 和夫 (2013). 小学校学級担任の学級運営等に関連するストレス・コーピングに関
する研究 川崎医療福祉学会誌，22，148－157． 
新井 肇 (2007). 教師のバーンアウトの理解と援助 広島大学大学院心理臨床教育研究センター紀要，6，23－26． 
藤原 忠雄 (2014). 教師ストレスへの支援の在り方に関する基礎的研究 ――性，年代，校種による差異，及び包括的なス





藤原 忠雄・古市 裕一・松岡 洋一 (2011). 中学校教師におけるストレス反応及びバーンアウトに関連する諸要因 ――ス
トレッサー・コーピング特性・ソーシャルサポート及び自己効力感―― 学校メンタルヘルス 14，169－180． 
古川 久敬 (1997). 集団過程 白樫 三四郎(編) 社会心理学への招待 (pp.145－162) ミネルヴァ書房 
平岡 永子 (2003). 教師バーンアウトモデルの一考察 (2) 関西学院大学教育科学研究年報，29，23－31． 
伊藤 美奈子 (2000). 教師のバーンアウト傾向を規定する諸要因に関する探索的研究 ――経験年数・教育観タイプに注目
して―― 教育心理学研究，48，12－20． 
貝川 直子 (2009). 学校組織特性とソーシャルサポートが教師バーンアウトに与える影響 パーソナリティ研究，17，270
－279． 
河村 茂雄 (2018). 教職員のメンタルヘルス・マネジメント ――管理職に求められる個別対応―― 独立行政法人教職員
支援機構  
小谷 英文・能 幸夫・中川 剛太・西村 馨・井上 直子・西川 昌弘 (2000). 教師の対人ストレス方略の臨床心理学的研究 (2)
――上司のリーダーシップの機能不全から生じるストレスの分析―― 国際基督教大学学報 Ｉ－A 教育研究，42，
125－139． 
厚生労働省 (2014).「教員の精神疾患が増悪し自殺したのは，校長らのパワーハラスメントが原因であるとして損害賠償を
請求した事件」 ――損害賠償請求事件―― 厚生労働省あかるい職場応援団 
草海 由香里 (2014). 公立小・中学校教師の休職・退職意識に影響を及ぼす諸要因の検討 パーソナリティ研究，23，67－
79． 
Kusagai, Y. (2018). Influence of occupational stressors, self-efficacy, and emotional support on consciousness of leave of absence and 
resignation of school teachers. Bulletin of Graduate Studies, Hosei University, 81, 65－71. 
草海 由香里 (2019)．教師のメンタルヘルス維持・増進を目的とした校長のポジティブなリーダーシップ行動 ――6 つの
提案―― こころの健康，33(2)，67－77. 
京都市教育委員会 (2013).パワーハラスメントのない職場にするために 京都市教育委員会総務部教職員給与課 
真金 薫子 (2011). 教師のメンタルヘルスの現状について ――医療の立場から―― 学校メンタルヘルス，14，140－141． 
文部科学省 (2012). 教職員のメンタルヘルス対策について (中間まとめ) 教職員のメンタルヘルス対策検討会議 
文部科学省 (2013). 教職員のメンタルヘルス対策について (最終まとめ) 教職員のメンタルヘルス対策検討会議 
文部科学省 (2014)．OECD 国際教員指導環境調査 (TALIS) 平成 25 年調査結果 文部科学省初等中等教育局教職員課 
文部科学省 (2018). 平成 29 年度公立学校教職員の人事行政状況調査について 文部科学省初等中等教育局初等中等教育企
画課 
中川 剛太・小谷 英文・西村 馨・井上 直子・西川 昌弘・能 幸夫 (2000). 教師の対人ストレス方略の臨床心理学的研究 (1)
――実態調査にもとづく基礎研究―― 国際基督教大学学報 Ｉ－A 教育研究，42，101－123． 
中島 一憲 (2003). 先生が壊れていく ――精神科医のみた教育の危機―― 弘文堂 
中留 武昭・露口 健司 (1997). 学校改善を規定する学校文化の構成要因に関する実証的研究 ――校長と教員の意識調査
―― 九州大学教育経営学研究紀要，4，51－76． 
小島 弘道・浜田 博文・片桐 隆嗣 (1991). 現代教育改革における学校の自己革新と校長のリーダーシップに関する基礎的
研究 (その 3) ――校長・教員の意識に見る学校運営と校長の経営行動―― 筑波大学教育学系論集，16，17－46． 
沖縄タイムス (2018).「言い訳ばかりするな」校長の言動でうつ病に 那覇地裁，パワハラ認め 622 万円賠償命令 1 月 31
日 Retrieved from https://www.okinawatimes.co.jp/articles/-/202872 (2019 年 4 月 27 日) 
迫田 裕子・田中 宏二・淵上 克義 (2004). 教師が認知する校長からのソーシャル・サポートに関する研究 教育心理学研
究，4，448－457． 
社団法人日本産業カウンセラー協会 (2012). 報道資料 あなたのとなりにいる人は元気ですか？ 社団法人日本産業カウ
ンセラー協会 
島宗 理 (2015). 部下を育てる！強いチームをつくる！ リーダーのための行動分析学入門 日本実業出版社 
杉田 郁代 (2015). 女性教員のバーンアウトに及ぼす組織特性の影響について 比治山大学・比治山大学短期大学部教職課
程研究，1，82－86． 
竹田 眞理子・坂田 真穂・菅 千索・菅 眞佐子・山本 岳・菅 佐和子 (2010). 教師のストレスについて (1) ――質問紙
調査の分析から―― 和歌山大学教育学部紀要 教育科学，61，119－126． 
東京都教職員組合 (2012). 生き生きと働くための私たちの権利 東京都教職員組合北多摩東支部 
露口 健司 (2001). 校長の教育的リーダーシップと学校成果の関係 九州大学大学院人間環境学研究院教育経営学研究紀
要，5，21－62． 
露口 健司 (2003). 信頼構築を志向した校長のリーダーシップ 九州大学教育経営学研究紀要，6，21－37． 
八尾坂 修 (1994). 校長のリーダーシップ・イメージに対する校長自身および教師の意識 ――同一校事例分析をふまえて
―― 奈良教育大学紀要 人文・社会科学，43，95－106． 
吉武 久美子 (2018). 教師の学校ストレスを緩和する要因としての，教師自身の認知の切り替え，管理職の関わり方，学校
集団内の人間関係についての考察 長崎純心大学 純心人文研究，24，137－151． 
吉崎 静夫 (1979). 校長のリーダーシップ行動測定尺度の作成とその論理的妥当性の研究 教育心理学研究，27，253－261． 
